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芭蕉が晩年に提唱・実践した「かるみ」の俳諧は、その継承・伝播の過程
において、いかなる変容を示したのか（あるいは、示さなかったのか） 。このような問題意識に基づき、芭蕉の「かるみ」に同伴した人々のその後を追う作業の一環として、本稿では 乙由ら編『
伊勢
新百韵』 （元禄十一年刊）所
収の百韻を検討対象とする。それというのも、この百韻は美濃派の祖である支考と伊勢派 団友（涼菟） ・乙由らが一堂に会して 興行であり、地方に展開した蕉風のあり方を考える上で、重要な 書と目されるから る。芭蕉没から四年の歳月を経て、 芭蕉流の俳諧が しはじめているかどうかも、大きな興味の対象となる。比較がしやす ように、芭蕉自身が関わった連句作品（ 『すみだはら』 『別座鋪』 『続猿蓑』等）を扱う際と同様、ここでも各付合の分析は、①作者は前句をど に理解し とく どの点に着目した
か（見込） 、②その見込に基づき、どのような人物・場面・情景などを描こうと考えたか（趣向） 、③その趣向を具体的なものとするため、どのような素材・表現を選んで一句にまとめたか（句作） 、の三段階で行なう。詳細は、佐藤が本誌等に掲載した諸稿を参照されたい。本文は『古典俳文学大系
　
蕉
門俳諧集二』 （集英社
　
昭和
46年刊）の翻刻に従いつつ、原本も適宜参照し、
字体を通行のものに統一するほか 濁点や漢字 読み（カタカナは原本通りのもの） 私に補った。また、各句の位置については、初折表四句目を初オ４、 二ノ折裏八句目を二ウ８、名残ノ折表十句目を名オ
10などと略記して示
す。なお、同百韻に関しては、堀切実「 『
伊勢
新百韵』の俳風」 （ 『蕉風俳論の
研究』 〈明治書院
　
昭和
57年刊〉所収）に略注と俳風の分析があり、ここか
ら多くの示唆を得た。
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もうあの星で夜
よ
の明
あく
る也
　　　　　　　
仄止
　
初オ４
　
雑
〔句意〕もうあの星が目に立つと、夜が明けるばかりである。〔付合〕①前句から仕事 好きな働き者のさまを感じ取 、②夜明け前から一仕事しに行く場面を想像して、③あの明星が見えたのでもう夜明けだと、その人の胸中の言で一 まとめた。　　　
すつぺりと兀
はげ
たる山に咄
はな
しあり
　　　　
反朱
　
初オ５
　
雑
〔句意〕すっぺりとした禿げ山には一つの話がある。〔付合〕①前句を早立ち 旅人の言と見換え、②旅人は見聞きするあれこれを話題にしがちであると考え、③あ 禿げた山にはいわくがあるのだと、その人の発話 よって一句とした。〔備考〕 「すつぺり」は残らずすべてであることや、なめらかな状態であることを表す擬態語。擬態語や畳語的表現の多用は、 『すみだは 』 『別座鋪』等に見られる特色であった。　　　
柴のあみ戸に大
だい
納な
言ごん
どの
　　　　　　　
唐庭
　
初オ６
　
雑
〔句意〕柴を編んで作った庵に住む、大納言殿である。〔付合〕①前句 山に向か て話しかけるさまと見換え、②その人を隠居して自適に暮らす境涯と想定し、③柴の庵に住むのは実は大納言まで務めた人であるとした。〔備考〕 「大納言」は令制における官職の一つで、左右大臣に次ぐ重職。こ
　　　　　　
漫興
　　
凩こがらし
の一日吹
ふい
て居
を
りにけり
　　　　　　　
団友
　
発句
　　
冬十月（凩）
〔句意〕一日中、木枯らしが吹いていることである。〔備考〕 「漫興」は何とはな に催す感興。木枯らしの吹く一日であると、珍しくもない内容を詠んだ発句に見合う前書で、 こにこ 百韻の基本的な性格が窺知されるようでもある。 「こがらし」は「木嵐」の転とされ、木々の葉を散らせる初冬の風をいい、 「凩」は国字。　　　
烏からす
もまじる里の麦まき
　　　　　　　　
乙由
　
脇
　　　
冬十月（麦まき）
〔句意〕里の麦蒔きでは、烏も畑に混じっている。〔付合〕①前句から冬が到来したことへの感慨 読み取り、②農夫がその思いとともに作業している様子を想定 て、③麦蒔き す あたり 餌を求める烏も一緒 いるとした。〔備考〕 「麦まき」は麦の種を くことで、 『毛吹草』 『増山井』等の諸書十月の扱い。 『本朝食鑑』に「秋の土用、
蒔まく
べし。立冬の後、十日ばかりに
至るまで、尚蒔べし」とあり、まさに凩が吹き巡るころの農事といえる。　　　
鈴掛
かけ
て出たれば馬のうれしげに
　　　　
支考
　
第三
　　
雑
〔句意〕鈴を掛けて出ると、馬もうれしそうな様子をす 。〔付合〕①前句は麦蒔きす 畑を前にした農民のさま 見込み、②その人は馬と連れだって畑まで来たと想定し ③鈴を掛けてやったら馬もうれしげにしているとした。
『
伊勢
新百韵』分析（上） （佐藤）
（三）
　
208
〔備考〕 「御霊のお出」は祖霊が各家に戻ってくることで、七月十五日の玉祭り。前句の「生ざかな」は、その日に親族などが集まるため 大勢の食事を準備する食材ということになろう。　　　
人にはぐれて笠を手にもつ
　　　　　　
団友
　
初ウ２
　
雑
〔句意〕人にはぐれてしまい、目印に笠を手に持つ。〔付合〕①前句を法会の行なわれる大寺院のさまと見換え、②境内や参道がたくさんの人でごった返すさまを想像し、③連れにはぐれた人が笠を目印に持っているとした。〔備考〕あるいは、笠を持つのは自分の顔が見えやすく、また、連れを探しやすくするための措置か。　　　
藪やぶ
垣がき
をまはればいかい門がまへ
　　　　
仄止
　
初ウ３
　
雑
〔句意〕藪垣を回ってみれば、立派な門構えの家である。〔付合〕①前句を人探しするさまと見て、②大きな屋敷に行き当たり、やむをえず周回する場面 想定 、③藪垣沿 に行くと門 に出て、そ 立派なことに驚嘆するとした。〔備考〕 「藪垣」は藪の回りの垣根も、藪を垣根としたものもいい、ここは後者であろう。 「いかい」は程度 はなはだしいさまを表し ここは並はずれて大きく立派であること。　　　
畠の瓜
うり
の日に照られ居る
　　　　　　　
反朱
　
初ウ４
　
夏六月（瓜）
こはすでに引退した人であろう。 「柴のあみ戸」は「柴の戸」に同じく、柴で編んだ草庵の意と見られる。　　　
咲さき
初そむ
る秋
しう
海かい
棠だう
に今
けさ
朝の月
　　　　　　　
水甫
　
初オ７
　
秋七月（秋海棠・月）
　
月の句
〔句意〕咲き始めた秋海棠に、今朝の月が光を投げている。〔付合〕①前句を暇がある老後の暮らしと見込み、 ②庭のちょっとした変化に目を喜ばせるさまを思い描き、 ③残月 下に秋海棠が咲き出している 。〔備考〕 「秋海棠」は淡紅色の小花を咲かせるシュウカイドウ科の植物で、 『滑稽雑談』等に七月の扱い。 「今日の月」は多く仲秋 名月をいうも、 「今朝の月」にそうした限定は不要であろう。　　　
風ひや〳〵と生
なま
ざかな売
うり
　　　　　　　
支考
　
初オ８
　
秋七月（ひや〳〵）
〔句意〕風が冷やつく中に、鮮魚を商う者がいる。〔付合〕①前句に初秋の清爽とした気分を感じ取り、②そこに似合う人物として朝の早い行商人を想定し、 ③棒
ぼ
手て
振ふり
の魚商人が秋の風の中を行くとした。
〔備考〕 「生ざかな売」は盤台に入れた魚を売り歩く行商人 こ も、 「ひや〳〵と」の畳語的擬態語が使われている。　　　
どちらやら御
み
霊たま
のお出
いで
賑にぎ
やかに
　　　　
乙由
　
初ウ１
　
秋七月（御霊のお出＝盂蘭盆）
〔句意〕どちらの家か、御霊のお出ましをにぎやかに迎えている。〔付合〕①前句を盆前ころの気候と見込み、②盂蘭盆に向け家々がその準備するさまを想定して、③にぎやかに御霊を迎えるとした。
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〔付合〕①前句をすでに膳所で奉公している女のことと見換え、②物堅く地道に暮らす様子を想像し、③出替の際には麹塵返しに浅葱裏と、地味ながらもきちんとした身なりをするとした。〔備考〕 「菊の日」は九月九日の重陽の節句で、 ここはその翌日の出替をさす。「出替」は奉公人の交替する日で、古くは二月二日と八月二日。寛文九年の幕令で三月五日と九月五日に改められ 後者 やがて節句の翌日とすることが多くなった。 「 ぢ 」は「麹塵」 黄色がかった緑色。 「きぢん返し」はこの色に染め返すことをいうのであろう。 「浅黄うら」は浅葱色の裏地をいい（ 「浅黄」は当て字） 、浅葱色 裏地に最も無難な薄い藍色。　　　
祝しうぎ
義ばかりに露時雨降
ふる
　　　　　　　　
乙由
　
初ウ８
　
秋九月（露時雨）
〔句意〕ご祝儀といった程度に露時雨が降る。〔付合〕①前句を節句のことと見換え、②長命 祈念する 自然も恩恵を与えると考え、③気持ちばかり 露時雨が降るとした〔備考〕 「露時雨」は時雨の降ったよう しとどに降りる露をも、時雨のようにさっと降 晩秋の雨をもいい、 こは後者と見られる。秋の時雨 、 木々を紅葉 染め変 ものとして、和歌でもよく取り上げられる。 「祝義（祝儀） 」は祝いの儀式・挨拶・金品などを い、転じて褒美・心付の意と なる。　　　
翠みす
簾掛
かけ
て野山も近き鵙
もず
の声
　　　　　　
支考
　
初ウ９
　
秋八月（鵙）
〔句意〕青すだれを掛け下げて、野山も近く鵙の鳴く声を聞 ている。〔付合〕①前句には雨 恩寵と感じる人がいると見て、②自然に囲まれて隠栖する人の閑かな生活を想定し、③簾の向こうでは鵙 声がするとした。
〔句意〕畠の瓜が日に照らされている。〔付合〕①前句を地方の大きな農家と見込み、②近くに畑が広がる景を想像し、③瓜が日に当たっているとした。　　　
一ひとあし
足のちがひで船を出して行
ゆき
　　　　　
唐庭
　
初ウ５
　
雑
〔句意〕一足の違いで船頭は船を出して行った。〔付合〕①前句から畑の様子を珍しく感じ いる気味を看取し、②それを旅人の視点とし、畑を離れた後の行動を想像して、③船 乗ろうと渡し場に着けば、船出の直後であるとし 。〔備考〕 「一足のちがひ」はわずかな時間の行き違いを う成句。　　　
男ぎらひの膳
ぜ
所に奉公
　　　　　　　　
水甫
　
初ウ６
　
雑
　
恋（男ぎらひ）
〔句意〕男嫌いで知られる女が膳所で奉公をする。〔付合〕①前句に旅慣れない者 様子を感得し、②大きな町に初めて奉公に行く者を想定して、③そ は膳所に向かう男嫌いの女であるとした。〔備考〕 「男ぎらひ」は男に接するのを嫌う女で、若く世慣 な 者が想定されよう。 「膳所」は現滋賀県大津市の中央部にあたる地名。東海道が通り、本多家七万石の城下町として栄えた。奉公先に膳所が特定された は、そうした繁華な地であることを見込んでのことか。　　　
菊の日のきぢん返しに浅
あさ
黄ぎ
うら
　　　　
団友
　
初ウ７
　
秋九月（菊の日）
〔句意〕菊の出
でがわり
替に麹
き
塵じん
返しと浅
あさぎ
葱裏の衣服を着る。
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齢で若衆役をする者がいることをいう。ここはそれを踏まえつつも、ただ男色好きの高齢者 いうのであろう。　　　
さくら花
ばな
さけば世間に眠たがり
　　　　
水甫
　
初ウ
13　
春三月（さくら花）
　
花の句
〔句意〕桜の花が咲くころは世間中が眠たがるようになる。〔付合〕①前句 油断がならないという点に着目し、②そんな世の中でも、春はのんびりするも と考え、③桜時分は皆 くてしかたな とした。〔備考〕花の座に関しては、桜を含め、特定の植物を詠んだ場合は「花」にならないとされる。ここは「さくら花」 「花」に準じると判断されたか。　　　
昼に過
すぎ
たる鍬
くは
のかげろふ
　　　　　　　
団友
　
初ウ
14　
春二月ないし三春（かげろふ）
〔句意〕昼を過ぎて鍬をおろすあたりに陽炎が揺れる。〔付合〕①前句に春風駘蕩とした気分を感得し、②その時節の農村の様子へと視線を移して、 ③鍬で畑を起こす先にも陽炎の立つ昼下がりであるとした。　　　
京衆は三月顔に出ありきて
　　　　　　
仄止
　
二オ１
　
春三月（三月顔）
〔句意〕京の衆はこの三月をわが物顔の様子で出歩いてい〔付合〕①前句から農民が作業に精を出すさまを感得し、②これとは対照的に遊び歩く人々もいるであろうと想像し、③京衆は春 満喫 る様子で外出するとした。〔備考〕 「京衆」は京に住む人々。 「三月顔」は未詳。芭蕉句の「花見顔」 （ 『泊船集』所収『野ざらし紀行』等の「菜畠に花見㒵なる雀哉」 ）のように、春
〔備考〕 「翠簾」は緑色の簾で、 『
邦訳
日葡辞書』にはスイレンの発音。 「御簾」
と通わせミスとも読ませる。 「鵙」は生餌を捕食し、高音で鳴くのが特徴のモズ科の鳥。　　　
とや角
かく
として月は出
いで
たる
　　　　　　　
仄止
　
初ウ
10　
秋八月ないし三秋（月）
　
月の句
〔句意〕そうこうする内にも月は出ている。〔付合〕①前句から自然と親しく暮らす人物を見込み、 ②月見をする際にもあれこれ気を引かれがちと考え、③気が付けば月も出 じめているとした。　　　
かまぼこを残すは後に呑
のむ
合が
点てん
　　　　　
反朱
　
初ウ
11　
雑
〔句意〕蒲鉾を残すのは、これを肴に後で酒を飲む算段だ。〔付合〕①前句を日常のあれこれに取り紛れる内に月が出たと見 、②その人が夕食をとっている場面を想定し、③後で月見の一杯を楽しむため、おかずの蒲鉾を残しておくとした。〔備考〕 「合点」は合意・承知の意で、転じて所存の意ともなる。　　　
油断のならぬ高
かう
野や
六十
　　　　　　　　
唐庭
　
初ウ
12　
雑
　
恋（高野六十）
〔句意〕 「高野六十」ともいうように、若衆好みは年をとってもやまず、油断がならない。〔付合〕①前句の人は酒が何よりの楽しみだ 見 、②それ以外にもやめられない性癖 あろうと想像し、③老齢 男色は油断がならないとした。〔備考〕 「高野六十」は「高野六十那智八十」と同意の成句で、高野では老
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二オ５
　
雑
〔句意〕掃除をすると決まった日に丁
でっち
稚たちが箒を持っている。
〔付合〕①前句を日常的によくすることと見込み、②何か特定の日に奉公人が風呂屋に行くものと考え、③掃除日に小僧が箒を手にしているとした。〔備考〕 「小僧」は子ども全般をさしていうほか、修行中の少年僧にも、商家の丁稚にもいう語で、ここは商家の場合と見られる。 「掃除日」は未詳ながら、十二月の煤掃ではな 、月に一度か数度と った具合に、商家で恒常的に設定された清掃の日 あろう。　　　
芥けし
子の
盛さかり
の四月中旬
　　　　　　　　
 水甫
　
二オ６
　
夏四月（芥子・四月中旬）
〔句意〕芥子の花が真っ盛りの四月中旬である。〔付合〕①前句の小僧を寺のそれと見換え、②少年僧が立ち並ぶ図から芥子坊主を連想した上で、実になる前の芥子を思い描き、③今は芥子の花が盛りの四月中旬であるとした。〔備考〕 「芥子→小坊主」 （ 『類船集』 ）は一般的な連想範囲にあり、形態の類似から、 「芥子坊主」は芥子の実をも、子ども特有の髪型をもさす　　　
松まつかげ
陰に的
まとば
場の声の暮
くれかけ
掛て
　　　　　　　
団友
　
二オ７
　
雑
〔句意〕松の陰に設けた的場の声も、日暮れに従い静まっていく。〔付合〕①前句から生気に満ちた初夏の気配を感じ取り、②それにふさわしい人事として武芸の修練 励む人を想定し、③松陰の的場に響いた射手 声も、夕暮れにようやく静まるとした。〔備考〕 「的場」は的を懸けて弓矢の練習をする場所。 「暮掛て」は夕刻を表
を満喫しているといった顔つきか。　　　
此このごろ
頃はやる歌の中島
　　　　　　　　　
反朱
　
二オ２
　
雑
〔句意〕このごろはやっているのは歌の「中島」である。〔付合〕①前句を目的があ の出歩きと見定め、②遊芸などの習い事に熱中する人々を想定して、③最近は地唄の中島が流行であるとした〔備考〕 「歌の中島」は柳川検校による三味線組歌の秘曲「中島」 柳川検校は延宝八年に没した地歌の三味線方で、京都を地盤とし 柳川流の祖。　　　
降ふる
やうでふらぬやうなる闇の空
　　　　
乙由
　
二オ３
　
雑
〔句意〕降りそうで降らないような闇夜の空である。〔付合〕①前句を流行に敏感 人の独言と見込み、②その人が流行歌を口ずさむさまを想定し、③歌中の文句として、いかにもありそうな「降やうで…」の一節を示した。　　　
風呂の戻りの足
たび
袋提
さげ
て来
くる
　　　　　　　
支考
　
二オ４
　
雑
〔句意〕風呂からの戻り道は足袋を手に提げて来る。〔付合〕①前句を実際 空模様と見換え、②雨が降ることを予想しつつ歩いている人を思い描き、③降られてもよいように 銭湯の帰りに足袋を手に持つとした。　　　
掃除日の箒
はうき
持もち
たる小僧ども
　　　　　
 唐庭
『
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とが残念でならないとした。〔備考〕餅は正月の用意 て十二月に搗くもので、鏡餅・雑煮等は諸書に一月の扱い。この句の「去年の餅」は、年末に搗いた餅なのか、去年の正月に食べ残した分なのか、判然としない。いずれ せよ、現存しない餅に季感は薄く、それを新年に残念がっていると解し、一 としておく。黴 どが生じてしまったのであろう　　　
寸すんぱく
白も引
ひい
て入
いり
たる華のそら
　　　　　　
反朱
　
二オ
11　
春三月（華）
　
花の句
〔句意〕寸白の痛みも引いて治まり、空には花が満開である。〔付合〕①前句から何かと気を病みがちな人を感得し、②実際 病にも苦しめられる女性を想定して、③花見時 う い具合 寸白の症状も治まっ きたとした。〔備考〕 「寸白」は条虫など 寄生虫による病。疝気 も混同され、腹・腰・足などの激しい痛み、とくに女性の下腹部の病などもいっ 。スバク・スバコ・スンバクなどとも発音する。　　　
六日飛脚に一
ひとひ
日つれだつ
　　　　　　　
唐庭
　
二オ
12　
雑
〔句意〕六
むいかぎり
日限の飛脚と一日の同道をする。
〔付合〕①前句を急な発病に苦しんでい 人と見換え、②逗留を余儀なくされた旅人が元気に出立するさまを想定し、③早飛脚 競うほどに足取りが軽い日もあるとした。〔備考〕 「六日飛脚」 は江戸と大坂の間を六日で走った早飛脚 こ 「つれだつ」は実際の同道ではなく、それほどの速さであることをいうのであろう
すと同時に、声も消えゆくことが含意されていよう。　　　
あそこへ行
ゆく
はさきの綿
わた
帽ぼし
子
　　　　　　
乙由
　
二オ８
　
冬十月ないし三冬（綿帽子）
〔句意〕あそこへ行くのは先ほど見かけた綿帽子の人だ。〔付合〕①前句を物影もぼんやりとする時分と見込み、②何か特徴がないと人の判別も難しいと考え、③綿帽子により、向こうを行く が先と同じ人だと気づくとした。〔備考〕 「綿帽子」は真綿 のばして作る防寒のかぶり物。　　　
から風のけふは初
はつうま
午寒いはづ
　　　　　
支考
　
二オ９
　
春一月（初午）
〔句意〕空っ風が吹く今日は初午だから、寒いはずである。〔付合〕①前句の綿帽子の人を寒気に弱いと見て、②冬ばかりでなく、春になっても風の強い日は注意深 するだろうと想定し、③今日は初午 空風吹く寒い日だとした。〔備考〕 「から風」は乾いた激しい風で、冬 季感は伴いつつも、幕末まで歳時記類に登載がない。 「初午」 は正月最初の午の日で、 稲荷社 祭礼があり、親類が飲食を共にする どした。　　　
去年の餅の今に残念
　　　　　　　　　
仄止
　
二オ
10　
春一月（餅）
〔句意〕去年の餅が今になっても残念なこ だ。〔付合〕①前句の中に突如として気づいたという風情を感じ取り、②その人が以前のことを思い出して悔やむさまを想像し、③去年の餅を駄目にしたこ
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二ウ１
　
秋七月（芭蕉葉・秋のかぜ）
〔句意〕芭蕉の葉が手を返すように秋風に翻っている。〔付合〕①前句に雁の渡来 楽しむさまを見て取り、②季節の変化に関心の深い人が別におもしろがりそうな景物を探り、③秋風にひっくり返る芭蕉葉が人の手のようだとした。〔備考〕 「芭蕉」や「秋風」は近世前期の歳時記類に七月の扱いながら、三秋を通しての使用も可能。 「手をひる へす」は杜甫「貧交行」の詩句から、変わりやすく常でないことの意にもなる。これもまた、やや技巧的な表現の目立つ一句といえる。　　　
我わが
身み
ながらも三味線に飽
あく
　　　　　　　
支考
　
二ウ２
　
雑
〔句意〕わが身のことながら三味線にも飽きてきた。〔付合〕①前句の「手をひる へす」から物事 変化するイメージを受け取り、②「秋」と「飽き」の連想関係 もとに、気の変わりやすい人を想定し、③われながら三味線の稽古にも飽きてきたと た　　　
から紙を明
あく
れば畳揚
あげ
て有
あり
　　　　　　　
仄止
　
二ウ３
　
雑
〔句意〕唐紙の襖
ふすま
を開けると畳が上げてある。
〔付合〕①前句を移り気な人と見て、②そうした人は思い立つ 室内のあれこれにも手出しをしたくなると考え、③訪ねた人 襖を開くと畳が上げてあるとした。〔備考〕 「から紙」は「 」で、本来は胡粉や雲母 粉末で模様を刷っ中国渡来の紙。これを模した紙全般をいい、唐紙を貼った唐紙障子（＝襖）
　　　
行ぎやうずい
水にさゞ浪よする鳰
にほ
の月
　　　　　
   水甫
　
二オ
13　
秋八月ないし三秋（月）
　
月の句
〔句意〕行水の盥
たらい
にもさざ波が寄せて、琵琶湖を照らすと同じ月がそこにも
照っている。〔付合〕①前句の人は長い距離を歩いたと見込み、②汗や汚れを行水で流す場面を想像しつつ、飛脚と 縁で東海道の近江を思い起こし、③盥にも琵琶湖と同じさざ波と月光が見えるとした。〔備考〕 「行水」は盥の湯水で身体を洗うことで、本来は夏の季詞。 「鳰」は水鳥のカイツブリの古名で、 「鳰の海」はこれが多く生息する琵琶湖をさす。「さゞ浪」は風に立つ細かく小さな波 、同時に琵琶湖の南西岸地方や近江国の古名でもあった。多く 歌を介して、 「東
サヾナミ
々波←湖
ニホノ
海・志賀」 （ 『類船集』 ）
は一般的な連想範囲内にある。行水の を琵琶湖に重ねてとらえたのは、見立の一種といってよく、やや古風な句作といえ　　　
面おもしろ
白雁
カリ
の啼
なき
わたるらむ
　　　　　　　　
団友
　
二オ
14　
秋八・九月（雁…わたる）
〔句意〕おもしろいことに、雁が鳴き渡っていくようだ。〔付合〕①前句を琵琶湖のそばでの行 と見て、②月を仰いだ目に映る景物を探り、③雁が鳴き渡って面白いとした。〔備考〕 「面白雁」には「面白かり」 （形容詞「面白し」の連用形）が掛けられていよう。前句に合わせ、敢え 初期俳諧に通じるような技巧を用いたかもしれない。 「雁」は晩秋ころ北方より飛来 、春に帰っ 行く渡り鳥で、『はなひ草』等に九月、 『三湖抄』等に八月 扱い。　　　
芭蕉葉の手をひるがへす秋のかぜ
　　　
乙由
『
伊勢
新百韵』分析（上） （佐藤）
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門外に笠を脱
ぬぎ
たる天龍寺
　　　　　　　
団友
　
二ウ７
　
雑
〔句意〕天龍寺を前に、門の外で笠を脱いでいる。〔付合〕①前句を静かな庭や境内などの光景と見て、②そこを訪れた人がいかにもしそうなこと 探り、③天龍寺を参詣する人が門の外で笠 はずしているとした。〔備考〕 「天龍寺」は現京都市右京区嵯峨にある臨済宗天竜寺派の大本山で、京都五山の第一。笠を脱ぐのは、聖域へ入る際の行動として、ごく一般的自然なもの。　　　
死しな
れた人の状の名をよむ
　　　　　　　
乙由
　
二ウ８
　
雑
〔句意〕死んだ人の手紙の名を読み上げる。〔付合〕①前句を目的があっての参詣 見込み、②弔いのために寺を訪れる場合を想定して、③あの 死んだ かと、手紙で名を確認するとした。〔備考〕 「状」は上申書や書簡をさし、ここは葬礼などの知らせをいう 。そうであれば、前句よりも前のこと 詠 、逆付 いうことに る。　　　
帷かたびら
子もひねになりたる八九月
　　　　　
支考
　
二ウ９
　
秋八・九月（八九月）
〔句意〕八月・九月ともなれば帷子も古びてしまっている。〔付合〕①前句を生前もらった手紙を見つつ故人 偲ぶ場面と見換え、②死に装束を思い起こした上で、一般的な夏の衣装へ想を移し、③八・九月に帷子もくたびれてくるとした。〔備考〕 「帷子」は生絹や麻布で仕立て、裏地 けない衣服。また、仏式
の略称としても使う。 「畳揚て」は畳に光や風を当てるための所為か。　　　
余よそ
所には釣れど蚊
かや
屋をこらゆる
　　　　
反朱
　
二ウ４
　
夏四月（蚊屋）
〔句意〕よそでは吊ってもわが家は蚊屋をがまんする。〔付合〕①前句は畳を長持ちさせるための措置と見定め、②物を大事にする人が別に行ないそうなことを探り、③他の家では使いはじ た蚊屋 もう少し我慢するとした。〔備考〕 「蚊屋」は蚊などを防ぐため寝室につり下げるもので、麻・木綿・絽などで作る。 『続山井』等に四月の扱い。　　　
水くめばあたりの者がいとしがり
　　　
唐庭
　
二ウ５
　
雑
〔句意〕水を汲むと周囲の者が気の毒がってくれる。〔付合〕①前句 蚊屋がない貧家と見換え、②生活力のない華奢な女性の一人住まいなどを想定し、③水汲みをしても回りの哀れを誘って るとした。　　　
冬至の梅のまづ咲
さい
て居る
　　　　　　　
水甫
　
二ウ６
　
冬十一月（冬至の梅）
〔句意〕冬至の梅が何よりも早く咲いている。〔付合〕①前句を曰くありげな隠栖者などと見て、②そうした人の住居にふさわしい戸外の様子 探り、 ③寒気の中に冬至梅が早くも咲い い〔備考〕 「冬至の梅」は冬至のころから咲 寒梅で 『続山井』等に十一月の扱い。 「まづ」はここでは真っ先にの意であろう。
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をしみじみ感じていると考え、③何の造作もいらず顔は老けるものだとつぶやくようにした。　　　
小便をして居
ゐる
ものをそしり出し
　　　　
乙由
　
二ウ
13　
雑
〔句意〕小便をしている者の悪口を始める。〔付合〕①前句を他者によ 批評と見換え、②そこにいない者についてとやかく話す場面を想定し、③誰かが小用に行くと 話題は早速その の誹謗になるとした。　　　
夜よふけ
更の雪のひら〳〵と降
ふる
　　　　　　　
支考
　
二ウ
14　
冬十一月（雪）
〔句意〕夜更けの雪がひらひらと降っている。〔付合〕①前句の人は共同便所などに行 たものと見て、②その人が戸外で見る景色を想像し、③夜更けの雪が ひら降っているとした。　　　
山に寐
ね
た事もありしにしき蒲
ぶ
団とん
　　　　
水甫
　
三オ１
　
雑
〔句意〕山で野宿したこともあったのに、今は敷蒲団を使う身だ。〔付合〕①前句は室内から雪を見て洩らした言であるとと え、②その人が来し方をしみじみ思い起こ ているさまを想像し ③山で寝 こ もある自分が今は敷布団に寝ているとした。〔備考〕 「蒲団」はもともと座禅用の円座 いい、やがて一般にも用い れるとともに、 寝具と ての「しき蒲団」も徐々に普及していった。近世以前、睡眠時の一般的様態 、薄い敷物に横たわり衣類などを掛けるもので、近世
の葬礼で死者に着せるものを経帷子といい、 「帷子→入棺」 （ 『類船集』 ）は付合語。 「ひね」は古びたことやそのようになった物をいう。　　　
月は十五夜十三夜の月
　　　　　　　　
仄止
　
二ウ
10　
秋八・九月（十五夜・十三夜）
　
月の句
〔句意〕月といえば十五夜の月であり、また十三夜 月である。〔付合〕①前句で八月と九月を並べた点に着目し、②両月にある二度の月見を想定し、③月は十五夜と十三夜に限るとした。〔備考〕 「十五夜」は八月十五日 仲秋の名月、 「十三夜」は九 十三日の後の月で、二つを見ることが理想的な月見であった。これらを並べることで、前句 「八九月」に応じている。　　　
美みの
濃通る時には柿の青かりし
　　　　　
反朱
　
二ウ
11　
秋八・九月（柿）
〔句意〕美濃を通り過ぎた時にはまだ柿も青かった。〔付合〕①前句にそれぞれの月見 味わってきた風情を感じ取り、② 深まりを感じている旅人 想定して、③美濃 通過し ころはまだ柿も青かたと思いやる態にした。〔備考〕 「柿」は『初学抄』等に八月、 『続山井』等に九月の扱 。 「柿→美濃（ 『類船集』 ）は付合語。　　　
手間もいらずに顔に年
としよる
寄
　　　　　　　
唐庭
　
二ウ
12　
雑
〔句意〕顔に年が寄るのには何の手間も必要ない。〔付合〕①前句を時の経過に敏感な人の思いと見込み、②その人は寄る年波
『
伊勢
新百韵』分析（上） （佐藤）
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〔備考〕 「蜩」は秋の到来を感じさせる蝉で、諸書に七月の扱い。　　　
寄よりそう
添て机のさきの萩すゝき
　　　　　　
唐庭
　
三オ５
　
秋七・八月ないし三秋（萩・すゝき）
　
〔句意〕机の先には萩と薄が寄り添うように揺れている。〔付合〕①前句から秋になったという感慨を見て取り、②窓の近くに座して季節の変化を味わう人を想定し、③机に向か 先には萩・薄がともに揺れているとした。〔備考〕 「萩」と「薄」は秋風 揺れる共通点があり、 「萩すゝき」 並記してもよく用いられる　　　
夜よさむ
寒になりて人もこひしき
　　　　　　
水甫
　
三オ６
　
秋八・九月（夜寒）
　
恋（こひしき）
〔句意〕夜寒の時節になって人恋しい思いがする。〔付合〕①前句を秋もやや深ま ころと見定め、②「寄添」から人が寄り添うさまを連想し、③夜は少し寒いくらいで人恋しくなるとした。〔備考〕 「夜寒」は になっ 感じられる寒気をい 『せわ焼草』等に八月、『はなひ草』等に九月の扱い。　　　
実ゲニ
もさぞ村
むらさめ
雨はれてみねの月
　　　　　
支考
　
三オ７
　
秋八月ないし三秋（月）
　
月の句
〔句意〕実にまったく、村雨が晴れて峰に月が掛かっている。〔付合〕①前句を人恋し なるほどの と見て、②そうした夜の玲瓏 した空模様を探り、③村雨が上がって月 峰から出ているとした。〔備考〕 「実」は誠に・本当に、 「さぞ」は実際そのようにの意で、 「げにさぞ」
前期にあっても、蒲団の使用がごく普通であったわけではない。　　　
長助どのは今の長庵
　　　　　　　　　
団友
　
三オ２
　
雑
〔句意〕長助殿は今の長庵先生である。〔付合〕①前句を苦労の末に成功した人の述懐と見て、②奉公する身から医師にまでなった者を想定し、③かつての長助が今の長庵になったとした。〔備考〕 「長助」はいかにも奉公人らしい名 「長庵」はいかにも医者らしい名として選ばれたのであろう。　　　
世の中はたゞ麦めしにとろゝ汁
じる
　　　　
仄止
　
三オ３
　
雑
〔句意〕世の中はただ麦飯にとろろ汁があれば十分である。〔付合〕①前句を一代で身を起こした者と見定め、②そ 人は 後 奢らずに身を慎んでいると考え、 ③麦飯 と ろ汁でこの世は満足で るとした。〔備考〕 「麦めし」は麦を炊いた飯や、米に麦を混ぜて炊いた飯をいい、米だけの飯に対して、貧窮のイメージがつきまとう。 「とろゝ汁」 山芋・芋などの根をすりおろしてだし汁 くわえたもの。 ろ を食べる際に麦飯を用意する は、今でも一般的な組み合 せ。　　　
日のみじかいに蜩
ひぐらし
のこゑ
　　　　　　
反朱
　
三オ４
　
秋七月（蜩）
〔句意〕日が短くなってきて、蜩の鳴く声がする。〔付合〕①前句を老齢になった人 言と見込み ②そうした人 季節の推移にも敏感であると考え、③日も短く蜩が鳴き出 いると た。
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になっているであろうと考え、③誰かに聞かれていると察知し、琵琶を弾きやめてしまうとした。〔備考〕 「さし置」は捨て置くこと、そのまま放っておくこと。ここは演奏を放棄して、琵琶を身の前に投げ出した状態をいうのであろう。 「琵琶」ササン朝ペルシアのバルバット 端を発 て、各地に広まった弦楽器の内、中国・朝鮮を経て奈良時代に日本にも伝来したもの。雅楽に用いられる楽琵琶のほか、それと同じころからの使用とされる盲僧琵琶、室町時代に全盛を迎えた平家琵琶、室町末から近世にかけて流行した薩摩 明治 創始された筑前琵琶などがあり、現代音楽でも時に使われ いる。それにしても、近世期、主要な演奏楽器としての地位は三味線に移っており、庶民生活からは離れた存在であったといえる。こ 句の場合も、前句 「姉君」の語が使われたことと合わせ、高貴な家柄の娘と見 よいのであろう。もっとも、一時代前に舞台を設定した可能性もないではない。が、そうした設定の句がほかには皆無 近いこ からも ここは同時代の上流社会を想定 考えたい。二ウ２に「三味線」が詠まれていたことも気に る一事ながら、二十句以上を隔て、句柄も大きく異なるので、さ 問題に らない かも れない。〔付記〕本稿は、平成二十六年度科学研究費補助金による研究課題「芭蕉五十回忌に至る「かるみ」の継承と伝播に関する研究」 （課題番号：
21520200 ）の成果の一部である。
佐藤
　
勝明（和洋女子大学
  人文社会科学系
  教授）
 
（平成二十六年十月十四日受付）
と続けた用法も見られる。 「村雨」は群れになって降る雨で、一時的に強く降る雨をいう。 「峰→月」 （ 『類船集』 ）は付合語。　　　
船もとをらずすごき川音
　　　　　　　
乙由
　
三オ８
　
雑
〔句意〕船の通いもなく、川はすごい音を立てている。〔付合〕①前句を豪雨が急襲した後と見て、②その影響が最も際だつ場を探り、③川の流れはすごく船 通らないとした。〔備考〕 「とをらず」は「通らず」で、 一般的な仮名遣いは「とほらず」 。 「雨→川音」 （ 『類船集』 ） 付合語で、 「峰」から「川」へ 連想もごく一般的もの。　　　
姉君にほのめかしたる物おもひ
　　　　
団友
　
三オ９
　
雑
　
恋（物おもひ）
〔句意〕胸をこがす思いの種を姉上にはそ となく言ってみる。〔付合〕①前句は人に不安感を与える景であると見込み、②そのことによって自分の思いがいっそう募るような人 想定し、③秘めた恋心を姉にほのめかし みるとした。〔備考〕 「物おもひ」は何かに思い煩うことで、多くは恋の悩み。 『毛吹草』等に恋の詞として登載される。　　　
聞きく
人ありと琵琶をさし置
おく
　　　　　　　
仄止
　
三オ
10　
雑
〔句意〕誰かが聞いているといって、それまで弾いていた琵琶 放置する。〔付合〕①前句を恋に悩む若い娘と見定め、②その人 周囲に対して神経質
